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東胆振定住自立圏共生ビジョン変更概要 

 

１ 協定追加について 

 

定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定書（案） 

苫小牧市（以下「甲」という。）と厚真町（以下「乙」という。）は、平成２７年３

月２４日に締結した定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定を次のと

おり締結する。 

別表第１⑵の表に次のように加える。 

地域情報化の推進 取組の内容 圏域内における、各自治体の情報化を推進する。 

甲の役割 乙や関係機関と連携し、圏域内における自治体ク

ラウド導入及び管理のため中心的な役割を担う。 

乙の役割 甲や関係機関と連携し、圏域内における自治体ク

ラウド導入及び管理のため各種事業に取り組む。 

 

   上記のとおり苫小牧市と厚真町の協定の一部を変更し、自治体クラウド導入に向けた

取組を進めます。 

   自治体により総合行政システムの契約年数や導入状況が異なりますので、安平・白

老・むかわ町の自治体クラウド導入については各町と協議してまいります。 

 

２ 年次更新について 

(1)  第１回ビジョン懇談会での意見について 

①  避難所の広域的な展開       →ＫＰＩへ反映 

②  リサイクルに関する広域的な展開  →要協議 

③  鳥獣被害への広域的な展開     →ＫＰＩへ反映 

④  観光担当者の広域的な展開     →要協議 

 

(2)  共生ビジョン策定後の人口変動の追加【６Ｐ】 

 

(3)  平成27年度から平成31年度までの共生ビジョンの検証【７Ｐ】 

 

(4)  将来像の修正【８Ｐ】 
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(5)  ＫＰＩの変更 

①  (9) 鳥獣被害防止対策事業 

変 更 前： 被害額 

変 更 後： 情報交換回数 

変更理由： 被害額は取組に対して必ず効果が出るものではなく、自然に大きく  

左右されるため、圏域で協力して取り組むことがわかる数値として情 

報交換回数へ変更する。 

 

②  (10) 防災体制の充実 

     変 更 前： 自主防災組織率 

変 更 後： 圏域内会議等及び訓練回数 

変更理由： 自主防災組織率の向上は必要だが、圏域の取組としては効果が図り 

にくいため、圏域内での会議等及び訓練回数に変更する。 

 

③  (16) 広報連携による情報共有や情報発信   

変 更 前： インターネットを活用した一体的な情報発信媒体数 

変 更 後： インターネットを活用した情報発信回数 

変更理由： 情報発信媒体数の目標は達成したため、媒体数の維持ではなく、情 

報発信回数をＫＰＩに変更する。 

 

(6)  事業内容の追加及び削除 

①  (6)事業名「圏域内文化の共有」を追加 

②  (8)事業概要へ「ふるさと納税制度において圏域内で共通の返礼品を取り扱う」旨

を追加 

③  (10)事業概要へ「復旧・復興へ向けた職員の派遣などの支援を行う。」を追加 

④  (16)「nittan地域戦略会議」によるプロモーション活動およびイベント等の実施

については団体の活動縮小により、削除 

⑤  (17)協定追加に伴う「地域情報化の推進」を追加 

 

(7)  関連事業費の更新【（19）～（26）】 

過去５年間において、発生した事業の廃止や統合、事業名称の変更などを更新し、

現状の関連事業費を記載しています。 
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(8) 具体的な取組（表）の削除 

     

削除 


